
  

 

 

子ども大学かわごえ 第 8期 第 2回 授業記録 

日時  ：2015年 7月 25日(土) 14：00～16：00 

 場所  ：尚美学園大学 川越キャンパス 教育棟 

テーマ：働くということ 

  講師 ：東京大学 社会科学研究所 玄田有史教授 
 

＆先生の今日の授業は「仕事、働く」について考えることです＆ 

はじめに、先生の勤め先の東京大学では学生 13,000人と教員が 4000人いるとのことです。 

☆世の中には何種類の仕事がありますか？  

実はよくわかりません。しかし、日本で仕事をしている人は約 6000 万人います。日本の人口

の約半分ですね。仕事をしていない人は、老人、子ども、専業主婦です。 

他にも仕事をしていない人がいます。ニートと呼ばれる人で、仕事をあきらめている人です。 

このニートという言葉は玄田先生が始めて提唱されました。 

現在、中・高・大学生でも仕事について悩んでいる人が沢山います。 

☆ところでどうすれば楽しく仕事ができる

のだろうか、自分らしい仕事ができるのだ

ろうか？ 

それを考えるために、自分は将来こんな人

になりたいと思うことを、３分間考えて漢

字１文字で書いてください。教室の前に出

て黒板に書いてください。（ここで子ども

たちが黒板へ殺到！）色々な漢字が書かれ

ました。医、旅、育、愛、新、楽、幸、命、

力、銭、闇、苦、、、、、 

２分間黒板を見つめて好きな字を発見し

て、自分の字と組み合わせてください。 

☆先生の質問。 

銭：どうしたら銭がもうかるかと考えてこの文字を書いたのかな？ 

   残業を沢山やる、社長になる、人のやらないことをやる、たくさん勉強する、人に喜んで   

   もらう 

 

第 65 号 NO.150805

平成 27 年 8 月 6 日 

31 号 NO.120601 

2009 年 8 月 29 日 



闇：ブラック企業？？ もうかるからやるのかな？？ 

笑：お笑い芸人、絵本作家、笑いの力で病気を治して元気にする 

☆遠藤周作（作家）の話 

仕事は 3つに分かれる 

 ①苦  世の中に苦しい仕事をやる人が沢山いる。世の中はそういう人たちによって支えら

れている。 

②楽  仕事は楽しいのがよい、しかしそのうち飽きるかもしれない。 

③苦楽 苦しいと楽はつながっている、苦しいことを避けてはいけない。 一生懸命やると

楽しくなる。苦楽しい仕事を見つけよう！ 

 

２時間目の授業 

☆ニートのお兄さんの話 

お兄さんは高校卒業をしても何もしていなかった。 

そのうち何かしなければならないと思いハローワ

ークへ行った。 

 ハローワークで次のように聞かれた。 

   質問：今何か好きなことがありますか？ 

答え：ノー。 

質問：何か好きだったことありますか？ 

答え：？（ドキッとした） 

     野球が大好きだった。小、中、高でがんばった。しかし誰でもなれるものではないこ

とがわかった ＝＞ 大きなショックを受けた ＝＞ ニートになった 

その後、どうして野球が好きになったか覚えているか？と聞かれた。 

「低学年の頃お父さんに野球を見に連れて行かれた。きれいに整理された芝生のある野球場

に感心して、今でも目に焼き付いている。それから公園などの芝生を植える会社へ務めた。

現在芝生職人になって、野球場の芝生の整理をしている。 

 

☆こうした話を参考にして、今自分が好きで好きでたまらないことを書いてみよう。その文字を

ハートの真ん中に書いて、その周りに関係のある仕事を並べてみよう。そうすれば、その中か

ら自分の好きな仕事が見つかり、夢は必ずかなう。   
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以上のような作業の後、質問タイムがありました。 

・先生の子どもの頃の夢は？ 

   野球、ピンクレディに会える仕事 

・先生はなぜ先生になったのですか？ 

   どうすればみんなが幸せになれるか一緒

に考えましょうと先生の先生が言ってくれ

たから。 

・なぜ東大へ入ろうと思ったのですか？ 

   東大へ行くと今まで会ったことのない人

に会える。こんな人がいるのか！という学

校や職場が見つかるといい。 

・先生の好きな食べ物は何ですか？ 

   大根（とくに葉っぱ） 

・先生がいいなと思った職業 

   高齢化の日本を元気にするんだ！と活動・チャレンジしている人 

・東大へ入るには偏差値はどれくらいですか？ 

   推薦入学という方法がある。社会全体のことを考える人、国を支える人、世界をよくした

い人。 

・先生がプロ野球選手になっていたら、どこを守っていましたか？ 

   セカンド。菊池選手みたいな二塁手。 

・先生が一番好きな漢字は何ですか？ 

   風。 風とおしのよい社会をつくろう！ 

・東大はなぜ日本一になったのか？ 

   お金（税金）を沢山もらったから。それでも世界から見たら普通。 

・どうしたら大人になったら二つの仕事（家と職業）をすることができますか？ 

   時間の使い方の達人になってください。ON、OFFメリハリをつける。 

 

最後に先生のお言葉：、みなさんは自分のやりたいことを考え続け、あきらめないように！  

 

事務局連絡 

次回授業は 8 月 22 日（土）県立川越工業高等学校における「ものづくり教室」です。ホーム

ページをよく注意し、各自自分の希望する講座を午前・午後１つずつ第 1希望から第 3希望ま

で選択して今月 8日（土）までに申し込んでください 

 

 

子ども大学かわごえ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
学長 遠藤克弥               
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